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相模大堰

寒川取水堰

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/vh6/cnt/f8018/1015.html

 相模川水系では、上流の沼本ダム（調整池）と下流の相模大堰・寒川取水堰から取水して、水を供給している。
 酒匂川水系では、下流の飯泉取水堰から取水して、水を供給している。
 また、相模川水系と酒匂川水系は、2水系間をつなぐ導水施設があり、水を相互に融通して両水系の水利用や災害、水質事故等の際にも相
互にバックアップを図っている。

神奈川の水源と水利用
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寒川取水施設

沼本ダム

相模大堰取水施設

飯泉取水施設

宮ヶ瀬ダム

城山ダム
沼本ダム

相模ダム

飯泉取水堰

道志ダム

※宮ヶ瀬ダム集水面積は含めていない



相模川水系ダム・取水施設諸元一覧
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1,201.3



 宮ヶ瀬ダムの貯水容量は相模ダムと城山ダムの合計量に対し約2倍、集水面積は約1/12となっている。
 相模ダム・城山ダムは貯留しやすい反面、貯留できず放流が多くなるため、導水路により宮ヶ瀬ダムと連携することにより、効率的な水運用
（総合運用）を行っている。

導水量延長導水路所管名称

最大
20.0m3/s

約7.7ｋｍ道志ダム
→宮ヶ瀬ダム

国土交通省道志導水路

最大
40.0m3/s

約5.2ｋｍ宮ヶ瀬ダム
→道志川

津久井導水路

総合運用のイメージ図

相模川水系3ダムにおける総合運用
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相模川水系のダム湖の集水面積と貯水量

※1 道志ダム集水面積を含む

集水面積（㎢）貯水量（千㎥）ダム名

1,201.3※１95,565相模・城山

101.4
（213.9※１）

183,000宮ヶ瀬
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正常流量について

（定義）
正常流量とは、流水の正常な機能を
維持するために必要な流量であって、
維持流量と水利流量の双方を満足す
る流量をいう。

上記の数値を算定するには、正常流
量検討の手引き（案）において、河
川ごとの特性を踏まえ、以下の項目
について整理することとなっている。
（左図の①～⑧が維持流量に関する
設定項目、⑨が水利流量）

項目別必要流量の算定
① 「動植物の生息地又は生育地の状況」及び「漁業」

からの必要流量
② 「景観」からの必要流量
③ 「流水の清潔の保持」からの必要流量
④ 「舟運」からの必要流量
⑤ 「塩害の防止」からの必要流量
⑥ 「河口の閉塞の防止」からの必要流量
⑦ 「河川管理施設の保護」からの必要流量
⑧ 「地下水位の維持」からの必要流量

⑨「水利流量」の設定



正常流量について
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河川整備基本方針における正常流量 正常流量縦断図（かんがい期）
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相模川における正常流量縦断図かんがい期（6月1日～6月30日）
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取水量変化に伴い
減水する最大量
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河川整備基本方針における正常流量 正常流量縦断図（非かんがい期）
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相模川における正常流量縦断図非かんがい期（10月1日～3月31日）
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